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日；東京． 

 

2) 山田 惠．MR perfusion の基礎と臨床．第 3回 CT perfusion 研究会．2005

年 11 月 5 日；東京． 

 

3) 小泉雅彦．教育講演；骨軟部腫瘍．第 7回放射線腫瘍学夏季セミナー．2005

年 8 月 7 日；橿原． 

 

4) 山上卓士．肺血栓塞栓症/深部静脈血栓症の診断と治療 – IVR(インターベン

ショナルラジオロジー)の立場から-．京都運動器疾患フォーラ．2005 年 5

月 16 日；京都． 

 

5) 牛嶋 陽．PET 時代における SPECT の役割．第 13 回福井核医学研究会．2005

年 4 月 15 日；福井． 

 

6) 奥山智緒. 特別講演；PET 検診の実状と本音．第 27 回核医学症例読影セミ

ナー. 2005 年 4 月 22 日；大阪． 

 

7) 奥山智緒. 教育講演；PET検診の実際. 第 4回北摂四医師会画像診断研究会. 

2005 年 8 月 6 日；茨木． 

 

8) 奥山智緒． 教育講演；FDG-PET で見る腫瘍． 第 1回北大阪 PET 研究会． 2005

年 9 月 17 日；大阪． 

 

9) 奥山智緒． 教育講演；臨床医に満足してもらえる FDG-PET のレポートとは？

第 41 回兵庫県核医学研究会．2005 年 10 月 22 日；神戸． 

 

10) 石原 潔．マルチスライス CT の有用性について．第 7 回相楽消化器カンフ

ァランス．2005 年 8 月 20 日；精華町． 

 

11) 伊藤博敏．前立腺の画像診断 今後の MRI の役割を考える．第 64 回日本医

学放射線学会総会．2005 年 4 月 8 日；横浜．   

 



12) 勝盛 哲也．子宮筋腫塞栓術－手技と周術期－．第５回子宮筋腫塞栓療法研

究会．2005 年 9 月 11 日；東京． 

 

13) 勝盛哲也．子宮筋腫塞栓術：手技・周術期管理と術後 MRI．第 41 回日本医

学放射線学会総会．2005 年 10 月 6‐8 日；広島． 

 

14) 勝盛 哲也．子宮筋腫塞栓術．第 13 回宮崎血管内 IVR 研究会．2005 年 10 月

22 日；宮崎． 

 

15) 佐藤 修．腎血管筋脂肪腫の画像診断－アンギオカンファレンス症例を中心

に－．第 167 回アンギオカンファレンス. 2005 年 1 月 22 日；大阪． 

 

16) 小泉雅彦．ヨードシード I-125 を用いた前立腺癌組織内照射－放射線科の立

場から．第 6回京都 Uroradiology 研究会．2005 年 1 月 28 日；京都． 

 

17) 勝盛哲也．子宮筋腫塞栓術．第７回秋田県放射線医会．2005 年１月 29 日；

秋田． 

 

18) 山上卓士．肝細胞癌に対する IVR –手技、合併症、治療成績、適応と画像に

よる効果判定- ④動注化学療法. リフレッシャーコース 5 第 41回日本医学

放射線学会秋季臨床大会．2005 年 10 月 7 日；広島． 

 

２）シンポジウム、ワークショップ、パネルディスカッションなど 

1) 山田 惠．拡散テンソル画像による fiber tracking．第 10 回日本脳神経外

科救急学会．2005 年 1 月 21 日；名古屋．     

  

2) 山田 惠．造影 MRI 画像診断とピットホール. 第 24 回日本画像医学会サテ

ライトシンポジウム．2005 年 2 月 19 日；東京．     

 

3) 小林加奈、小泉雅彦、坪倉卓司、西村恒彦．がん骨転移に対する治療戦略 肺

癌、肝癌の骨転移を中心に-乳癌骨転移初発部位と骨転移的予後について．

第 43 回日本癌治療学会総会学術集会．2005 年 10 月 27 日；名古屋． 

 



4) 小泉雅彦、中村和正、小川和彦、大西 洋、佐々木智成、萬利乃寛、大谷侑

輝、手島昭樹．限局性前立腺癌の放射線治療 Patterns of Care Study(PCS)

による前立腺癌小線源治療の実態．第 18 回日本放射線腫瘍学会学術大会．

2005 年 11 月 25 日；川越． 

 

5) 松本成司、福瀬達郎、片倉浩理、足立国司、阪井宏彰、花岡伸治、板東 徹、

田中文啓、奥山智緒、和田洋巳．術前 FDG-PET におけるリンパ節転移診断能

の有用性と限界．第 22 回日本呼吸器外科学会総会．2005 年 6 月 3 日；京都．

(心臓血管・呼吸器機能制御外科学部門と共同) 

 

6) 奥山智緒．腫瘍 PET, PET-CT 読影時の私のこだわり．第 38 回日本核医学会

近畿地方会．2005 年 7 月 9 日；千里． 

 

7) 奥山智緒．PET レポート作成について．第 17 回 PET 核医学研究会．2005 年

9 月 30 日；大阪． 

 

8) 伊藤博敏．男性骨盤の diffusion MRI．Diffusion/perfusion シンポジウム．

2005 年 10 月 15 日；京都． 

 

9) 木津 修、山田 恵、西村恒彦．分子画像としての拡散強調画像．第 6回日

本分子脳神経外科学会シンポジウム３：脳の分子画像．2005 年 9 月 4 日；

大阪． 

 

３）一般講演（ポスター発表を含む） 

1) 山田 惠、木津 修、伊藤博敏、松島成典、西村恒彦．正常の pyramidal お

よび sensory tract の走行に関する検討．第33回日本磁気共鳴医学会大会．

2005 年 9 月 30 日；東京． 

 

2) 山上卓士、加藤武晴、田中 治、廣田達哉、西村恒彦. CT ガイド下肺生検

に伴う気胸に対する用手的吸引脱気の有用性. 日本血管造影･IVR 学会 第

17 回関西地方会. 2005 年 2 月 19 日；大阪． 

 

3) 山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、吉松梨香、松本知博、西村恒彦. 肝動注化

学療法における retroportal artery からの求肝性血流の影響. 日本血管造

影･IVR 学会 第 18 回関西地方会. 2005 年 7 月 2 日；大阪． 

 



4) 山崎秀哉、西山謹司、小泉雅彦、柄川千代美、菰池佳史、元村和由、稲治英

生、小山博記．乳癌乳房温存治療後の放射線肺臓炎．関西乳癌放射線治療研

究会．2005 年 2 月 28 日；大阪． 

 

5) 三浦寛司、小林加奈、伊藤博敏、山上卓士、坪倉卓司、小泉雅彦、西村恒彦．

心原発血管肉腫に対する放射線治療の一例. 第 279 回日本医学放射線学会

関西地方会. 2005 年 3 月 12 日；神戸． 

 

6) 小泉雅彦、西山謹司、茶谷正史、山崎秀哉、田中英一、坪倉卓司、小林加奈、

牛嶋陽、西村恒彦．子宮頸癌腔内照射 Co60 と Ir192 の治療成績の検討. 第

64 回日本医学放射線学会学術集会. 2005 年 4 月 8 日；横浜． 

 

7) 山崎秀哉、茶谷正史、西山謹司、田中英一、小泉雅彦．早期喉頭癌 T1N0 に

対する 1 回線量および全治療期間に関する前向き無作為試験．第 64 回日本

医学放射線学会学術集会．2005 年 4 月 8 日；横浜． 

 

8) 佐々木智成、中村和正、小川和彦、大西 洋、山本時裕、小泉雅彦、手島昭

樹．前立腺癌手術症例に対する放射線治療の医療実態調査研究．第 64 回日

本医学放射線学会学術集会．2005 年 4 月 8 日；横浜． 

 

9) 小川和彦、中村和正、大西 洋、宮部結城、佐々木智成、小泉雅彦、塩山善

之、小宮山貴史、井上俊彦、手島昭樹．医療実態調査研究(PCS)による前立

腺癌根治的放射線治療の現状 1996-1998, 1999-2001 PCS の比較．第 64 回

日本医学放射線学会学術集会．2005 年 4 月 8 日；横浜． 

 

10) 木村泰典、沖原宏治、鈴木 啓、牛島 壮、米田公彦、水谷陽一、河内明宏、

小泉雅彦、坪倉卓司、小林加奈、西村恒彦、三木恒治．N0M0 前立腺癌に対

する内分泌、放射線併用療法の preliminary results．第 93 回日本泌尿器

科学会総会．2005 年 4 月 15 日；東京． 

 

11) 山 崎 秀 哉 、 田 中 英 一 、 井 上 武 宏 、 小 泉 雅 彦 ． 尿 中 8- 

hydroxy-2’-deocyguanosine (8-OHdG) 測定による放射線治療における DNA

酸化ｽﾄﾚｽの評価．第 280 回日本医学放射線学会関西地方会．2005 年 7 月 2

日；大阪． 

 

12) 牛嶋 壮、沖原宏治、木村泰典、鈴木 啓、米田公彦、水谷陽一、河内明宏、



小泉雅彦、坪倉卓司、小林加奈、西村恒彦、三木恒治．N0M0 前立腺癌に対

する内分泌、放射線併用療法の中間成績．第 43 回日本癌治療学会総会学術

集会．2005 年 10 月 26 日；名古屋． 

 

13) 能勢隆之、小泉雅彦、吉田 謙、佐々木潤一、西山謹司、小塚拓洋、五味光

太郎、小口正彦、高橋 豊、山下 孝．ガラス線量計 Dose Ace を用いた組

織内照射における線量実測 骨盤部 1,004 点の実測．第 18 回日本放射線腫瘍

学会学術大会．2005 年 11 月 24 日；川越． 

 

14) 小林加奈、小泉雅彦、坪倉卓司、牛嶋 陽、西村恒彦．前立腺癌 125I シー

ド永久挿入術における術中ガイダンス機能を用いた術中プランについて．第

18 回日本放射線腫瘍学会学術大会．2005 年 11 月 26 日；川越． 

 

15) 小林加奈、伊藤博敏、小泉雅彦、坪倉卓司、牛嶋 陽、西村恒彦．前立腺癌

125I シード永久挿入術の MRI 画像 MRI dosimetry に向けて．第 18 回日本放

射線腫瘍学会学術大会．2005 年 11 月 26 日；川越． 

 

16) 伊藤博敏、後藤真理子、木津 修、山田 恵、西村恒彦．Cine MRI と全自

動心内腔抽出法による心機能解析－手動抽出と半自動抽出法との比較－．第

33 回日本磁気共鳴医学会大会．2005 年 9 月 30 日；東京． 

 

17) 泰井敦子、安川 覚、伊藤博敏、園山輝久、片岡慶正、西村恒彦、岡上 武、

柳澤昭夫．小膵癌の病理組織像の MD-CT 画像への反映．第 36 回日本膵臓学

会．2005 年 7 月 26 日；東京． 

 

18) 生駒久視、市川大輔、岡本和真、落合登志哉、上田祐二、大辻英吾、園山輝

久、萩原明於、山岸久一、伊藤博敏．消化管通過障害に対する Cine MRI を

用いた術前検討.第 60 回消化器外科学会．2005 年 7 月 20 日；東京． 

 

19) 森山聡子、後藤眞理子、伊藤博敏、大内宏之、木津 修、牛嶋 陽、山田 惠、

西村恒彦．肺腫瘍塞栓症の 1 例．第 280 回日本医学放射線学会関西地方会．

2005 年 7 月 2 日；大阪． 

 

20) 久保田隆生、牛嶋 陽、奥山智緒、中井孝子、西村恒彦．脳原発悪性リンパ

腫が疑われた 4例．第 38 回日本核医学会近畿地方会．2005 年 7 月 9 日；千

里． 



 

21) 奥山智緒、牛嶋 陽、久保田隆生、中井孝子、西村元宏、島田順一、坂崎富

夫、西村恒彦．肺小結節の鑑別診断に FDG-PET は有用か？ 第 45 回日本核

医学会総会．2005 年 11 月 11 日；東京．(心臓血管・呼吸器機能制御外科学

部門と共同) 

 

22) 久保田隆生、牛嶋 陽、奥山智緒、中井孝子、西村恒彦．低髄液圧症候群に

おける脳槽シンチグラフィの有用性．第 45 回日本核医学会総会．2005 年 11

月 12 日；東京． 

 

23) 牛嶋 陽、奥山智緒、久保田隆生、中井孝子、森 敏、西村恒彦．DLB にお

ける脳血流増加域の検討．第 45 回日本核医学会総会．2005 年 11 月 12 日；

東京． 

 

24) 吉松梨香、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、松本知博、西村恒彦. 肝動注リ

ザーバー留置術中に生じた肝動脈狭窄に対し PTA を施行した一例. 日本血

管造影･IVR 学会 第 18 回関西地方会. 2005 年 7 月 2 日；大阪． 

 

25) 松本知博、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、吉松梨香、西村恒彦. ピンチオ

フ症候群が疑われた１例. 第 280 回日本医学放射線学会関西地方会. 2005

年 7 月 2 日；大阪． 

 

26) 加藤武晴、山上卓士、廣田達哉、田中 治、西村恒彦．肝細胞癌に対する

CT 透視下 PEIT の臨床的有用性．第 64 回日本医学放射線学会総会．2005 年

4 月 9 日；横浜． 

 

27) 高畑暁子、伊藤博敏、後藤眞理子、増南輝俊、西村恒彦、木村 修、文野誠

久、坂井宏平、浦崎晃司、小西英一、柳澤昭夫．新生児巨大脾血管腫の一例．

第 19 回腹部放射線研究会．2005 年 6 月 3-4 日；熊本． 

 

28) 高畑暁子、木戸 晶、小澤福示郎、伊藤博敏、西村恒彦、岡田裕之、西澤貞

彦、片岡正子、小山 貴、佐賀恒夫、富樫かおり．子宮頚管内に縦走する線

状構造物：430 名の正常女性における子宮中隔に類似する MRI 所見の検討．

The Japanese Society for the Advancement of Women's Imaging 第 6 回

シンポジウム．2005 年 9 月 16 日；兵庫． 

 



29) 高畑暁子、木戸 晶、小澤福示郎、伊藤博敏、片岡正子、小山 貴、岡田裕

之、西澤貞彦、佐賀恒夫、西村恒彦、富樫かおり．子宮頚管内に縦走する線

状構造物：430 名の正常女性における子宮中隔に類似する MRI 所見の検討．

第 33 回日本磁気共鳴医学会大会．2005 年 9 月 28-10 月 1 日；東京． 

 

30) 大内宏之、山田 惠、酒井晃二、木津 修、西村恒彦．異なるスライス厚間

における ADC・FA の比較検討．第 33 回日本磁気共鳴医学大会．2005 年 9 月

29 日；東京． 

 

31) 興津茂行、野崎太希、佐藤 修、景山直人、川端健二、西村恒彦．血管平滑

筋腫５例の MRI 所見. 第 16 回骨軟部放射線研究会. 2005 年 1 月 28-29 日；

盛岡． 

 

32) 野崎太希、興津茂行、佐藤 修、川端健二、細田 誠、伊藤博敏、西村恒彦. 

まれな進展を呈した尿膜管癌の 2例. 第 279 回関西地方会. 2005 年 3 月 12

日；神戸． 

 

33) 野崎太希、興津茂行、佐藤 修、安藤 慎、山下真寿男、川端健二、西村恒

彦. 両側性、多発性腎 oncocytoma の一例. 第 19 回腹部放射線研究会. 2005

年 6 月 3-4 日；熊本． 

 

34) 杉浦一弘、佐藤 修、平山春樹、雑喉武史、三宅 力、森本厚丸、野崎太希、

興津茂行. 上腹部の呼吸停止法と呼吸同期法による拡散強調画像の比較. 

第 33 回日本磁気共鳴医学会. 2005 年 9 月 28-10 日 1 日：東京． 

 

35) 赤田 渉、高橋 健．社会保険京都病院におけるマルチスライス CT(MSCT)
の導入とその運用について．第 42 回日本社会保険医学会．2005 年 11 月 10
日；千葉． 

 

36) 田中 治、石原 潔、小山田裕一、春里暁人、西村恒彦．後腹膜静脈瘤が原

因となった肝性脳症に対し、B-RTO が奏功した 1 例．日本血管造影・IVR 学
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